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研究主題 コミュニケーシ ョンを大切に した指導法の工夫

1主 題設定の理由

今 口の社会は国際化、情報化が進み、人々の生活 も大きな変化 を見せている。核家族化や地

域社会の人間関係の希薄化は他者 とのかかわ りを減少 させている。 また、子 どもの世界では少

子化の進行に伴い異世代間のかかわ りの減少 、テ レビゲームに代表 され る遊び方や遊び集団の

変容が見られ るよ うになった。

このような社会的 ・家庭的背景か らか、学校の子 どもたちの間に次の ような実態が多 く見受

けられ、結果 として互いに人間関係 を築 く上での問題 となっている。

① 自己中心的な言動等で人 とのかかわ り合いが不十分である。

② 話 した り聞いた りす る力(ス キル)が 低 く、言語を通 した交流が苦手である。

③ 各発達段階に応 じた自己表現が不十分である。

④ 自分 と異なる他の存在や考え方を認めず、一方で 自尊感情が低 く排他的にな りやすい。

そこで これからの学校教育では、 これ らの現状を踏 まえて学校教育のあらゆる場面で意 図的

にコ ミュニケーシ ョンの機会を設け、子 どもたちの学習 に取 り入れ ることが重要であると考え

る。 また 自らの考えを他者 に伝 え、他者の考えをきちんと受 け取れ るよ うな言語生活の適正化

をはかることは単に他者理解のみな らず、自己理解や 自己の確立にもっながる。 さらに子 ども

たちの帰属意識 ・連帯感を育むことも期待 できる。一方 で祉会か らは子 どもたちの情報収集 ・

選択能力や 自らの考えや思いを適切 に表現するカの育成が求め られている。

これ らの考 えから、互いが認め合い、豊かな人間関係 を築 くた めの一助 として本主題 を設定

した。

なお コミュニケーシ ョンには様 々な考え方があるが、本研究では 「人 と人 とが相互理解や 自

己理解のために,か かわ り合 った り情報や意思を伝 え合った りす ること」 ととらえ、その面か

らのアプローチを行 った。

II研 究の仮説

研 究主題 を踏 まえ、本研究では以下の よ うに仮説を立 てた。

コ ミュニケーシ ョンの機会や方 法を意識 した学習活動 を、 日常的に各教科等 に取 り入れ る

よ うにす る。それ によって子 どもたちには、それぞれ の学習課題 を解決す るために周囲に働

きか けた り、意見を聞いて考 えなけれ ばな らない場面が増 える。伝 えあ うことの意義や重要

性 を知 り、適切な話 し方 と言葉の使い方や 、話 を聞 くときの態度 に意識 をもつよ うになる。

同時 に、場面や相手に応 じた話 し方や聴 き方の指導 を行 うことによ り、少 しずつ人 とかかわ

ろ うとす る意欲や態度、話を適切 にと らえる力、伝 え方のスキル が向上する。そ して次第に

人 とかかわ ることが快 いと感 じるよ うにな るこ とで、 さらにかかわ りをもとうと し、コ ミュ

ニケーシ ョンが円滑にな り得 る。

この よ うな指導 を繰 り返 し行 うことで、子 どもた ちは豊 かな人間関係 を築 く基礎 を身 につ

ける。子 どもたちの 日常生活 はよ り充実 した有意義 なものに変容 し、ひいては子 どもたちの

生きる力を高めることに もつながる と考え る。
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皿 研究の構想

社 会的背景
・少子化、核家族化
・遊び集団の消失

・人間関係の希薄化

・異世代間のかかわりの減少

子 ど も の 実 熊
・自己中心的な言動

・「話す」、 「聞 く」スキルの低下
・学 力形成、 自己実現の意欲 の低下
・排他的 、表面的な 人間関係

社 会的要請
・主体的に生きる力の育成

・豊かな入聞性、社会性の育成
・国際人としての自覚

研究主題
コミュニケー シ ョンを大切に した指導法の工夫

研究の仮説

r

相 手 の思い を
理解し、自分の

考えを深める力

L・ コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力

コ ミュニ ケー シ ョン

ス キル の 向上

人間関係の深まり
豊かな人間性 ・社会性の育成
主体的に生きる力の育成

人 と積極的 に
かかわ ろ うと

する意欲や態度

1

J

研究内容

学 習 過 程 の 工 夫
・教科、単元の特性を踏まえる
・題材設定の工夫

・学習形態の工夫

・コミュニケーション場面の設定

・自己評価

・相互評価

・教師の評価

評 価

求 め られ る子 ど も 像
・自分の考えや思いを目的や意図に応じて適切に伝 えることができる子ども

・相手の考えや思いを目的や意図を考えなが ら感 じ取ることができる子ども

・自他共に認め合いよりよい人問関係を築くことができる子 ども

ス キ ル の 指 導
・話 し方

・聞き方

・話 し合いの進め方

・発表の仕方

適 切 な 支 援
・活動の方向性の把握

・コミュニケーションしやすい

雰囲気づくり

実証授業を通しての分析 ・考察

研 究のま とめ と今後 の課題
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1V子 どもの現状

本研 究の背景 として、現代の社会的 ・家庭的背景の問題があ り、そ の中で生活 してい る子

どもたちは、 コミュニケー シ ョンにかかわ る様 々な問題 を抱 えてい る。 そこで、 「子 どもた

ちの実態」 「社 会的背 景」 「社会 的な要請」の三っの観 点か ら子 どもの置かれてい る現状 に

つ いてま とめた。

1子 どものた ち実態

(1)社 会性の欠如

子 どもた ちの友人 との付 き合い方につい て、平成4年 のNHK世 論 調査 では、 「親友」 と

の付 き合い方において、 「心 の深い ところは出さないで」 「ご く表面的 に」 と答 えた者の合

計は、中学生で35.1%に 上 り、「普通 の友達」 との場合において も、中学生で84.3%の 者が

そ う答 えてい る。 こ うしたことの中に、生活体験や社 会体験の不足 もあって、子 どもたちの

人間関係 をつ くるカ が弱いな ど社会性の なさが表れて いる。(平 成8年 文部省中央教育審議

会答 申)

(2)教 師が感 じる生徒の状況(10年 前 との比較)

子 どもの 「力」 は10年 前 くらい と比べて どう変化 したかにっいて、小学校 の教師の80%以

上が 「がまん強 さ(90.9%)」 「集団 としてのモ ラル(80.6%)」 において低 下を感 じている。

また、 「友達を思いやる心」において も56.7%と 高い割合で低下を感 じている。

同 じような状況を中学校 の教師 も感 じている。10年 前 と比べて問題のある生徒が増 えてい

ると思 うか について、80%以 上の教 師が 「キ レやすい」 「まわ りの人 とうま くコミュニケー

シ ョンが とれ ない」 「自己中心的で まわ りのことを考えない」 よ うな生徒が増えてい ると感

じている。(平 成11年 ベネ ッセ教育研究所モ ノグラフ ・小学生ナ ウVOL19・2及 び平成13年 同

誌 ・中学生の世界VOL68)

以上のよ うな調査結果 から、友達 とのコ ミュニケーシ ョンを うま くとることができない子

どもが増加 している現状 が うかがえ る。

2社 会的背景

若い世代 を中心に子育てに対す る負担感が大きなもの となるなどの問題が生 じてい る。 こ

の ことは企業 中心の社会システ ムの下、夫婦が時 間的 ・精神的 なゆと りを失ったことも一 因

となって、少子化を招来す る背景の一つになっている と指摘 され てい る。

平成12年 に東京都が行 った 「青少年 に関す る世論調査」に よると、 「親子の結びつ きが弱

くな った(71%)」 「子 どもに対 して 自信がない(父 親37%、 母親31%)」 と、子育 てに不安

を感 じる親の割合が大き くな っている。 さらに、平成14年 版 『東京 の社会福祉 〈子 ども家庭

福祉 〉』では、「核家族化が進 んだ ことや親同士のつなが りが薄れてい ることな どか ら、家

庭や地域 の子育てを行 う力が低下 して きている」 との指摘 もある。

そのよ うな中、都市化 ・過疎化の進行な ど子 どもたちを取 り巻 く社会環境が変化 し、また

家庭 でも、テ レビの個別保有 と個室 の増加 ・家族内の生活時間の違 いなどによる家族内の個

別化が進んでいる。住 田正樹の著書 『地域社会 と教育』の 中で も、 「子 どもの所 有物」 につ

いての調査結果か ら 「子 どもの個人主義的私生活化」が進 んでいると述べている。

また、テ レビゲー ムの普及や塾 ・習い事 に費やす時問の増加 な どに よって、子 ども同士の
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触れ合 う機会や 自然体験 ・社会体験な どの減少が危惧 されてい る。 特に、異年齢の子 どもと

触れ合 う機会が減ってきているこ とで、子 ども同士でのかかわ る技術 ・知識 を自然 に学ぶ こ

とが少 な くなっている。仙 田満 の著書 『子 どもとあそび』 でも、昭和30年 に戸外あそびが平

均3時 間程度 、室内あそびが平均1.5時 間程度であった子 どものあそび時 間が、平成3年 に

は戸外 あそびが平均1時 間程度 、室内 あそびが平均4時 間程度 にな り、昭和40年 を境 に逆転

現象が見 られってい ることが報 告 されてい る。

この ように、最近の子 どもにおいて、仲間同士での遊びや家族 等 との触れ合いが不十分な

状況 となってい る。

3社 会的な要請

中央教育審議会 「幼児期 か らの心の教育の在 り方 にっいて」答 申(「 新 しい時代 を拓 く心

を育 てるために」 一次世代 を育て る心 を失 う危機 一 平成10年6月30日)で は、子 どもたち

の心をめぐる問題が広範にわたるこ とを踏 まえ、社会全体、家庭、地域社会 、学校 それ ぞれ

につ いてその在 り方を見直 し、子 どもた ちのよ りよい成長を 目指 して どのよ うな点に今取 り

組 んでい くべきかとい うことを具体的 に提言 している。

そ の第4章 の 「心を育て る場 として学校を見直そ う」 において、人の話 を聞 く姿勢や 自分

の考 えを論理的 に表現す る能力を身 にっけ させ ることにっいて、次の よ うに提言 している。

今後重視 され るべき学習方法の一っ として、教員の適切な助言 を受 けなが ら、あるテーマ

の下に子 どもを中心に話 し合い、 よりよい問題の解決の方向を見いだ していく体験 となるデ

ィスカ ッシ ョンやデ ィベー トの重要性 を挙げてい る。 この よ うな体験 は、子 どもたちの積極

性や主体性 を引き出 し、問題解決能力 を育成す る上で大 きな効果が あると指摘 している。 ま

た、子 どもたちは、そ うした学習方法 を通 じて、人の話 をよく聞 く姿勢、 自分の考えを論理

的に表現する能力、的確 な批判精神 と相手を説得する力な どを身 につ けてい くことを期待 し

ている。

東京都 が推進 している 「心の東京革命」でも次のよ うな子 どもの現状を危惧 してい る。

「社会の基本的 なルールやマナー が守れない子 ども、良好な人間関係 を築 くことができない

子 ども、他者への思いや りに欠け我慢 のできない子 どもが増加 し、様々な社会問題 を引き起

こしている。」そ こで、その対策 として東京都教育委員会で も都 民の要請 を受 け、多様 な事

業 を展開 してい る。 具体的 には、 「トライ&チ ャ レンジふれ あい月間」 「東京親子ふれ あい

キャンペーン」な どの実施に より、親子のふれあいを通 し子 どもが 自然に社会 の基本 的ルー

ル を体得す る活動を推進 している。また、若い親 に対 して子 どもの しつ けや家庭教育の講座

の提供 、地域の高齢者 と子 ども達がふれ あ う事業 を展 開 してい る。

第15期 中央教育審議会第一次答 申では、国際化 と教育に関 して、①広い視野 をもち異文化

を理解 し、 これ を尊重す る態度 や異なる文化をもった人 々と共に生きてい く資質や能力 の育

成 を図 ること、② 日本人 として、個人 としての自己の確立 を図るこ と、③国際社会 にお いて

相手の立場 を尊重 し、 自分の考えや意思を表現できる基礎 的な力 を育成す る観 点か ら、外国

語能力の基礎や表現 力等 コ ミュニケー シ ョン能力の育成 を図ることの3点 を強調 してい る
。

その他 、国語審議会の答 申等 でもコ ミュニケー シ ョンにかかわ る内容 について取 り上げ ら

れてお り、広 くコ ミュニケー シ ョンの重要性 について指摘 されている と考える
。
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V授 業展開のモデル

コ ミュニケーシ ョンを取 り入れ た授業(学 習活動)の 展開 を下記に示 した
。 このよ うな授

業展開が意識的 に繰 り返 され る事によっ'て子 どもたちのコ ミュニケーシ ョン能力が高ま り、

また コ ミュニケー ションのよさを十分 に味わわせる事 ができる と考えた。本研究ではこの よ

うな授業展開 と以下に示す具体的 な手だてをふまえ、単元及び本時の授業を計画 した。

各教科 ・道徳

総合的な学習の時間

特別活動

学 習 課 題 の 設 定

o

学級 ・児童

の実態

個 々 の 課 題 把 握

・生活指導

・学級経営

・専科経営

o

・関 心 ・意 欲

{
・予備 知 識

・理 解 力

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 の 展 開

《活動 の形態 》 《コ ミュニケーシ ョン能力 の育成 》 《指導の手だて 》

コ

ミ

ユ

ニ

ケ

i

シ

ヨ

ン

能

力

表

現

力

言語的表現力・話 し合 い

・教 え合 い

・デ ィベー ト

・調 べ る

・発 表

・ゲー ム

・表 現

・造 形 等

・学習過程 の工夫

・適切 な支援

・スキルの指導

・評価

非言語的表現力

レ 剣

か

か

わ

る

力

対人関係能力

話 し合 う力

v

コ ミュニ ケー シ ョン の深 ま り

〈 自己理 解 〉

・自信

・発 見

・確 信 等

〈相互理解 〉

・同意

・共感

・共有 等

〈他者理解 〉

・認知

・称賛

・敬意 等

";窯1二7=凱;」=罷 雰茄 τ副「

学 習 課 題 の解 決 達 成 瞬
職 軸

i.認シ謡 乞づ蕊ゑ皇磐麟2埋 劣

o
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VIコ ミュニケーション能力育成にかかわる指導の重点

コミュニケーシ ョン能力を表現力 とかかわ り合 うカか らなるもの と してとらえ、各発達段

階におけるにかかわる指導のポイ ン トを、以下のよ うに考 えた。

コ ミュニ ケー シ ョン能 力

表 現 力 かかわ り合 う力

言語的表現力 非言語的表現力 対人関係能力 話 し合 うカ

小学校

低学年

伝えた いことを

選ぶ

・知 らせ たい こ と

を選んで話す

・作文 で は事 柄 の

順 序 を考 えな が

ら書 く

表現の楽 しさに

気づ く

・音遊 び や ダ ンス

を楽 しむ

学校の友だちと 自由

にかかわ る

・ゲー ムを して楽 し

む

・一緒 に取 り組 む

話題 に沿 って話す

・楽 しかったこ とな ど

を話す

小学校

中学年

伝 え る内 容 を

整理する

・筋道 を立 てて

話す

・簡 単 な文 章の組

み 立 て を考 えて

書 く

表 現 の楽 しさ を

味わ う

・つ く りだす

喜び を味わ う

・合 唱合 奏 、身 体

表 現 、造形 活 動

に親 しむ

いろいろな人 と

かかわる

・地域 の人々 と触れ

合 う

・ちがいに気づ く

互いの考えの相違点 や

共通点 を考えな が ら

話す

・相 手の話を よく開 く

・感 じたことや思 った

ことを話 し合 う

,

小学校

高学年

目的 や場 に応 じて

表現する

・目的 や 場 に応 じ

た適 切 な言 葉 遣

いで話す。

・文 章 の組 み 立 て

を工夫 して書 く

内容 に応 じた 表現

技法を工夫す る

・表 現 したいテ ー

マ を選 び 、 グル

ー プ で簡 単な 作

品 にま とめる

・例示 す るな ど、

内容 構 成 を工夫

す る

互いに認め合 う

・自分のよ さに気づ

く

・相手のよ さを認 め

る

・ちがい を認め合 う

自分 の立場や意 図をは

っき りさせなが ら

話 し合 う

・自分 の立場や 意図を

はっき りと述 べる

・学級 の諸問題 を話 し

合 う

中学校

内容構成や展開を

工夫する

・話の論理的な構

成や展開を考え

て話す

・事実と意見との

関係に注意 して

書く

多様な表現方法や

構成要素に関心を

もち、工夫して

表現する

・素材や技法を工

夫して表現する

・視線や身振 りを

意識 して表現す

る

互いに尊重 し合 う

・協力 して 目標 の達

成 をめざす

・相手の気持 ちを考

えて行動す る

話 し合いが 目的 に沿 っ

て効果的に展開す るよ

う話 し合 う

・相手の質問を予想 し

なが ら内容 を整理

し、話 し合 う

・相手 に共感的理解 を

示す
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Vd指 導の手だて

コミュニケー シ ョンの機 会や 方法 を意識 した学習活動 を 日常的に取 り入れ、 コミュニケー

シ ョン能力の育成を実現す るためには、学習活動を進 める中で配慮 しな けれ ばな らない手だ

てが必要である と考えた。そ こで、学習過 程の工夫 、適切な支援 、スキル の指導、評価 の四

つの面について、次の表の よ うな手だてを想定 した。

これ らの中か ら、各教科等や 単元の内容に とって有効な手だてを取 り入れ、 コミュニケー

シ ョン能力の育成 を図ろ うと考えた。

また、本 実践事例で扱 った手だてを、○(取 り入れ た手 だて)、◎(重 点をおいた手だて)

の印で示 した。

A学 習 過 程 の 工 夫 事例1 事例2

1教 科、単元の

特性 を踏 まえる

①各教科それぞれ の表現方法の指導 をす る

(音、動作、造形、言語) O 0

②各教科、単元それぞれの 目的意識 をもたせ る 0 0

2題 材設定

の工夫

①身近な題材 0

②子 どもた ちの関心、意欲 を引き出せ る題 材 0 0

③多様な意見を引き出せる題材 0

④達成感を実感できる題材 0 0

⑤目的意識 をもちやすい題材 0

⑥体験 した ことをもとに した題材 0 0

⑦共通理解の得やすい題材 0

3学 習形態

の工夫

①個人の考えの確立 0 0

②小 グループ による話 し合い 0 0

③全体での話し合い 0 0

④課題別 、習熟度別等の工夫

⑤討論形式の活用 O

⑥ プ レゼ ンテー シ ョン形式の活用 0

4コ ミュ ニケ ー

シ ョン場 面 の設

定

①場面を設定しやすい課題の工夫 O 0

②時間の確保 0

③ コ ミュニケーシ ョン活動の展開の工夫 0

④相手や場の工夫 0 0

⑤帯時間での設定

⑥各教科 それぞれの コ ミュニケー シ ョン場 面の工夫 0 0
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B適 切 な 支 援 事例1 事例2

1活 動 の把握

と促進

①ね らいをはっき り持 たせる(ね らいの明確化)

・取 り組む活動の 目的、議題 を確認 させ る

0 0

②方向性を持 たせた上で、や るべ きことを理解 させ る

・具体的な到達 目標、個人の役割 を確認 し理解 させ る

0 0

③ 目的か ら逸脱 しない ようにする

・雑談や非難 をせず、話 の中心 を とらえて開 くよ うに

させ る

0

④場面や状況に応 じて適切 かつ簡潔 な支援 をす る

子 どもの言葉を補 った り言い直 しを させた りす る

O

⑤話 し相手を意識 させる 0
1

2コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン しや

す い 雰囲 気

①多様な意 見を尊重す る

・正誤 の判断のみに こだわ らない
一

・少数意見を尊重す る

0

②相手の意見を素直に受 け入れ て、尊重 しあえるよ うに

す る

・自分の意見 と異なって も、まず受 け入れ る

0 O

③意 見 ・発言に対す る適切 な評価 と励ま しをす る 0 0

④ コ ミュニ ケー シ ョンの楽 しさ、 よ さを味 わ わせ る 0 0

⑤ わか りやすい資料 を提示 し、話 し合いを促進 させ る 0

⑥ ワークシー トへの記入 な ど、発信準備 を手助 けす る 0 O

⑦状況 に応 じた話 し方 をさせ る O

⑧ 聞き手 と話 し手が相互評価 しなが ら対話活 動ができる

よ うにす る

0 0

⑨ コミュニケーシ ョンに対する意欲 を向上 させ る準備 を

す る

0 0

Cス キ ル の 指 導 事例1 事例2

1話 し方 ①相手の方を見て話す 0

脚

0

②自分の考えを筋道だてて話す 0 0

③音量や早さに気をつけて話す 0
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④相手や場 ・目的 に応 じた適切な言葉遣いで話す 0 O

⑤話の組み立てを工夫して話す 0

⑥はっき りとした発音で話す 0 0

⑦語句の使い方を工夫して話す 0

⑧相手の反応を確かめながら話す O 0

⑨声の調子や抑揚に気をつけて話す O

⑩意図や目的を意識しながら話す 0 0

⑪ 目的や見通 しをもって話す 0

⑫ 区切 りやま とま りを考 えて話す 0

2聞 き方

①話を最後まで聞く 0 0

②反応 しなが ら聞 く 0 @

③ メモを とりなが ら聞 く 0 O

④相手が話 しやすい態度で聞く 0

⑤ 自分の考 えと比べなが ら聞 く 0 0

⑥話の中心 に気 をつ けて聞 く 0 0

⑦相手の立場を考えなカ ら聞 く 0

⑧感想や意見をもちながら聞く 0 0

⑨ 事実 と感想 ・意見を区別 しなが ら開 く 0

3話 し合 いの

進 め方

①手順を理解する 0 0

② マナーやル ール を身につける O 0

③ 自分 の立場や意 図をはっき りさせ て話す 0 0

④ 話を受 けて広げた り、深めた りする 0 0

⑤話題を整理しながら話し合う 0

⑥ 自分の考 えを整理 しなが ら話 し合 う O

⑦共通点や相違点を考えながら話 し合う O 0

⑧尋ね られ たことに応 える 0

⑨ わか らないこ とは尋 ね返す 0

⑩限られた時間を有効に使う 0 0

4発 表の仕方

①形式を工夫する O

②役割分担を工夫する 0

③必要に応 じて原稿を準備する 0

④視聴覚の効果を生か して伝える 0 0

⑤限られた時間を有効に使 う 0

⑥資料の収集 ・選択の仕方を身に付ける 0

⑦発表準備の手順を身につける 0 O
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D評 価 事例1 事例2

1自 己評価 ① コミニュケー ション活動の課題や成長 を自己認識 させ

る

0

②活動の記録や情報をまとめ、子 ども 自身 に活動を振 り

返 らせ る

0 0

③評価を生かし改善を図り次の課題の設定を行わせる 0

④ ワー クシー ト等 を活用 し、子 どもの関心 ・意欲 を把握

す る

0 0

2相 互評価 ①子 ども自身 が観点 を知 ることによ り、学 習活動 に対 し

て 自覚 を深 め させ る

0

②相互評価 自体 を、コ ミニュケーシ ョン活 動の一助 とす

る

O 0

③他者か らの客観的な評価を生かすようにする 0 0

④互 いのよさを認 め合い、活動の意欲 を喚起 させ る 0 0

3教 師の評価 ①評価の観点を明確にする 0 0

②共感的な評価に心がける 0 0

③子 どもの評価 を補 うよ う、多様 な観点か ら評価す る O

④記 録の残 し方を工夫 し、子 どもの課題や進歩 を把握す

るようにす る

0 0

⑤評価を指導計画の改善に生かす 0 0

4そ の他 の評

価

・異 学年 か ら

の評価等

①多様な相手からのさまざまな反応を受け止めさせる 0

② よ り大 きな反 響や評価が次への意欲づ けにな るよ うに

す る

0

具体的な評価方 法例

コ ミニュケー シ ョン活動 の評価 に関 しては、身 に付 けた資質や能力が活動の過程や結果 で ど

のよ うになったか を把握 し評価する ことを大切 に したい。 これ は自己決定 ・自己判断 ・自己評

価の観 点か ら評価 しよ うとす るものである。 これ らの中でも、子 どもが 自ら学 びなが ら充実感

を得 られ る学習活動の中で、 自らを振 り返 ることが大切 であ り、 自己 ・相互評価 を中心 と して

以下のよ うな具体的な評価方法 も上 げることができる。

① ポー トフォ リオ評価

・子 どもによる自己評価、子 ども同士 による相互評価、記録 ・作文 ・作品 ・ノー ト・ワー

クシ ー トな どによる情報収集 とともに、教師に よる短期か ら長期 にわた る計画的な観察

に基づ き評価す る。

②パ フォーマ ンス評価

・作業能力等 にかかわ る総合評価であ り
、子 どもた ちの実際 の行動や行為で評価す る方 法

で ある。
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評価カー ドの例

振 り返 りカー ド(A5版)

※ 目的、子 どもの発 達段階、記入時間、記入場所等に応 じて内容 と各項 目を設 定す る。

◆今 日の学習 にっいてま とめま しょう。

(1)()す ごく楽 しかった)楽 しか った)あ ま り楽 しくなかった

(2)以 下の()内 に◎等を記入 させ る。

①友達や地域の方 々 と積極 的にかかわることができま したか

②話 し合 い活動を楽 しむ ことができま したか

③ 自分の思 いや考 えを表現(言 葉や ジェスチ ャー な ど)で きま したか(

④ 自分の思いや考えを友達は分かって くれ ま したか

⑤伝 えたいことを進 んで表現で きま したか

(3)楽 しかったこと、学ん だこ と、工夫 した ことな ど

どんなところが楽 しかったですか

自由記述

◆感想(ど んなことが、 ど うして、感 じた こと、その他)

自由に今 日の話 し合い活動の感想 をまとめま しょ う。

自由記述

◇話 し合い活動 で話 し合 ってみたい ことややってみたい ことを書 きましょう。

次回に向けて

自由記述

◆話 し合い活動での友達の よさにっ いて気 がついた ことをま とめま しょ う。

友達のよかった ところ

自由記述

評価 カー ドの例 ※中学校外 国語 の授業 におけるス ピーチの発 表で利用する。

2英 語のス ピーチ にっいて 月 日()氏 名

評価項目 点 備 考

1課 題 ・内容

・は じめ と終 わ り

・内 容

2適 切 な音量で話 している

3正 しい英語 で話 している

4ジ ェス チ ャー ・アイ コ ン タク ト ・表 情 等

5そ の他提示物等の工夫

総計

コ メン ト
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V皿 指導事例

事例1(中 学校2年 国語科)

1単 元名 「ニュース番組 を作 ろ う」

2単 元のね らい

本単元は、子 ども一人一人が主体的に コミュニケー シ ョンを中心 とした共同作業 を行 う中

で、 ことばの力 を生か し 「伝 え合 う力」 を高める ことをね らい としている。 「主題設 定の理

由」で述べ た 「言語を通 した交流が苦 手である」子 どもの実態を考 え、一人一人の コ ミュニ

ケーシ ョン能力 を高めるこ とによ り 「互いが認 め合い、高 め合 う」子 どもの育成 を追求 し、

学習計画 を立てた。

具体的 には、「ニ ュース番組 を作 り、発表 し合 う」学習 を通 して、相手 とかかわ りなが ら

コ ミュニケー シ ョン活動を行 う。学習指導要領(国 語編)に 示 されている 「言語感 覚を豊か

に」 してい くことをね らい とした。

本研 究 「コ ミュニケー シ ョンを大切 に した指導法の工夫」 を踏 まえ、子 どもが十分 に 自己

の考 えや思 いを表現 し、異な る考えをも受け入れ られ るよ う支援 する場面を授業の中で設 定

した。

3学 習 指 導 計 画(8時 間 、A・3等 は 「指 導 の 手 だ て」(p.8～11の 記 号 ・番 号 で あ る。)

1時 ～2時 3時 ～5時 6時 ～8時(本 時)

学

習

内

容

・ニ ュース番組の特徴 を知

る。

・作成 グルー プを作 り、仕

事 と役割 の分担をす る。

・情報 収集 の計画 をたて

る。

・ニ ュー ス番組 を作 る。

・班 ご との リハ ー サル をす

る。

・編 集 作 業 をす る。

・発 表 会 をす る。

・意 見 交 換 会 をす る。

指

導

の

手

だ

学

習

過

程

・コ ミュニケー シ ョン活動

その1

受信:情 報収集 と選択

発 信 準備①:個 人の 考

えの確立

回

・コ ミュニ ケー シ ョン活 動

そ の2

受 信 と発 信:小 グル ー プ

で の活 動

発 信 準備 ②:11

回

・コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動

そ の3

受信 と発 信:全 体 で の

話 し合 い

回

適

・本単元に関す る目的意識

を明確 にもたせるよ うに

・一人で も多くの生徒 に声

かけを し、適切 な助言を

・発表 に現れ な い工夫 を読

み とらせ る。
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て

切

な

支

援

ス

キ

ノレ

の

指

導

評

価

し、学習意欲の喚起 をす

る。

回
・コ ミュニ ケー シ ョン活 動

の しや す い環境 ・雰 囲 気

づ く りを行 う。

・かかわ り合い、話 し合 い

でのル ールやマナー を理

解させる.[C3]

・自分の興味 関心に合 った

課題 を見っ けさせ る。

・必要な情報 を選択 し、情

報収集の方法 を理解 させ

る。

・本 単元の学習内容や 目的

が理解で きたか。

・番組 作成班の係の特性 が

理解できたか。

・情報収集 の方法を工夫 し

適切 な情報を入手できた

か。

す る。

國
・友人(班 員)の 考 えや 意

見 を素 直に受 け入 れ させ

る。

・少数意見 も尊重 させ る。

・作 品の背景や 、問題提 起

の内容 まで読 み とるよ う

に声 かけをす る。

・進行 の仕方にっいて理解

させ る。

・多様 な意見 を尊重す る よ

う呼び かける。

・小 グル ープ、全体での話 し合 いの進め方の指導 をす る。

回
・課題設 定の仕方や観 点の とらえ方、情報収集 と情報選

択の仕方 を指導す る。

回
・ま とめ方、発問の仕方 にっいての指導 をす る。

・発表 の仕方 ・聞き方 につ いての指導をす る。

・班員 と協力 して番組 作成

に貢献で きたか。

・班内で 自分の意 見を述べ、

また 、 自分 と異な る意 見

を聞 き、小 グル ー プの コ

ミュニケー シ ョン活動 を

行 えたか。

・番組 の伝 えたい内容 を理

解 し、 自分 の意 見 をもつ

ことがで きたか。

・自分 の考 え と友人 の考 え

を比較 検討 し、 自分 の考

えを よ り深 めた り、新た

な発 見 をす る ことがで き

たか。

4本 時の指導

(1)ね らい

①必要な情報を取捨選択 し、 自分の考 えをまとめ、深める。

② 自分の考 えを適切に伝 えると同時に相手 の考えや思いを正 しく受 け止める。

③互いが認 め合い、よ りよい人間関係 を築 く。
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(2)展 開

コ ミュ ニケ ー シ ョン活 動 の展 開

学 習 内 容

ね らい(期 待する効果) 手 だ て

1本 時の確認 ・本時 の学 習 に対す る理解 を深 ・本時に関す るルールやマナー

め る 。 の鱒 をする.[C3]

2ニ ュー ス番組 を鑑 賞 ・課題(番 組 内容)の 背 景や要 ・聞 き方 、書 き方 を指 導す る。

し自分の思いや意見を 点 を考察 し、一 人一 人の情報 聞き方 …何を伝 えよ うとして

ま とめ る。 収集能力の向上 を図る。 いるか意識 して見 る。

(受信 と発信準備) 書 き方 …正誤 にとらわれず に

書 く。

回
3個 人 の意 見 を述 べ合 ・自分の考 え と友人の考 えを比 ・ま とめ方、発表 の仕方 の指導

い班 と しての意 見 を 較検 討 し、 自分の考 えを よ り をする.回
ま とめ る。 深め、新 たなる発見 をす る。 ま とめ方…分か り易 く具体的

(受信 と発信①) ↓ にま とめ る。

【認め合い高め合 う心の伸長 】 発表の仕方…簡潔な言葉で論

4学 級全体で意見交換 ↓ 点を明確 にす る。

会 を行 う。 【豊かな人間関係 の構築】 [り ・4]図 や欝 の工夫を

す る。

5ま とめ

5授 業 を振 り返って

本単元では、子 どもたちが コミュニケー シ ョンを手段 として学習活動を展開で きる場面 を

設定 し、国語科 の観点か らコミュニケーシ ョンスキル を高めるこ とを心が けた。

また、コ ミュニケーシ ョン活動 を通 して 自分の思いや考 えを素直に分か りやす く伝 える と

ともに、相手の思いや 考えを受 け、その意図や よさを認 めてい くことをね らい とした。 その

結果 として、子 ども同士の相互理解 が深ま り、認 め合 い高 め合 う心の伸長 と豊 かな人間関係

の構築が図 られ ると考えた。

本 単元 は、前掲の 「指導の手だて」の中でも、特 に 「Cス キル の指導」 を中心 によ り具

体的 に行 った。

(1)手 だて と結果 … 発表の仕方 について

①役割分担 に関す る指導につ いて

本単元では、ニ ュース番組作成班 の編成を5～7人 と し、全員が何 かの係 を担 うよ うに

した。係分担 の内容は、編集長 ・ディレクター ・制 作 ・アナ ウンサー ・レポー ターの五つ
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とし、5人 以上の班 は、一つの係 に複数の班員が入 ること、また、班独 自の係を作ること

も可 と した。各係 の担 当内容は次 の通 りである。

係 名 担 当 内 容
,

編集長 ・番組作 りの責任者
、作成班 のま とめ役

ディレクタ ー ・番 組 の企 画 、調 査 、 編 集 等 を行 い 、番 組 作 りの リー ダー役 とな る。

・本番 中の 番・組 進 行 の指 揮 を と り
、全 体の 監 督 をす る。

制作 ・レポー ター の 取材 内容 をま とめた り
、模型 や フ リップ 等 の作成 を行 う。

アナ ウンサー ・番組 内容 を視聴者 に知 らせ る
。

レポー ター ・番組 内容 を調査、取材 し、取材 内容をま とめ、報告書を作成す る。

4ク ラスで、合計24の 制作班 を編成 した。番組制作途中で多 くの班が、係分担を制作 当

初の ものから変 更 していた。 また、係分担は変更 しないまでも、番組制作過程で班員同士

の協議が深 ま り、互いのよ さを生か し役割 に とらわれず協力す る様子が見 られた。

この こ とは、 「役割分担 について創意工夫す ること」 が、発表 の仕方 における重要 なコ

ミュニケー シ ョンスキルの一つ でもあ るととらえる ことがでできる。

②図や表の効果について

本単元の学習では、言語 以外 のコ ミュニケーシ ョンの手段(よ り効果的に発表す るた め

の図、表、模型等)に ついて も工夫 させた。本時の発表班 の番組では、飛行機の模型 が使

用 された。 また、 この班は、ア ンケー トを同級生か ら行 い、番組制作 に生かそ うと試み て

いた。授業で子 どもが書いた 自己評価カー ドの中に 「視覚 に印象付ける表現の大切 さを知

った」 「写真や絵、模型の使 い方を見習いたい」 な ど、発表 につ いて具体的に評価 す る子

どもがいた。

(2)ス キル の指導の留意事項

本時のスキル の指導は、 「聞き方」 「書 き方」 「話 し方(*読 み方)」 「伝え合 い方」の各項

目で行 った。以下にその留意事項 をま とめた。

聞 き 方 書 き 方 話 し方(*読 み方) 伝え合い方

関心 ・課 題 に正 対 して聞

こ うとす る。

・進 ん で ま とめ よ う

とす る。

・聞き手 を意識 して

話 そ うとす る。

・効果的 に伝 え

合 お うとす
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・反 応 して 闘 こ うと ・確 認 しなが らま と ・積極的 に話そ うと る 。

意欲 す る。 め よ うとす る。 す る。
・互 いの 意 見 を

・最 後 まで 聞 こ うと *進 ん で読 み 、見方 、 尊重 して伝 え

す る。 考 え方を広 げよ う 合お うとす

態度 ・興 味 を もっ て 聞 とす る。 る 。

こ う とす る。

・分か りやす く書 く ・簡 潔 に 話 す 。 ・話 す 速度 、音

・具 体的 に書 く。 ・工 夫 して 話 す。 量、 抑揚 、 ジ

表現 ・読み手を意識 して エ ス チ ャ ー 、

書 く。 間 の取 り方 、

語句や図表の

使い方等を工

夫す る。

・場面や状況を的確 ・考 えな が ら書 く。 ・整 理 して話 す 。 ・知 らせ た い こ

思考 に聞 き取 る。 ・問題点や疑 問点 を ・事実 を分か りやす とを選 んで伝

・内 容 を理解 し、説 明確 に書 く。 く話 す。 え る。

知識 明で きるように闘 ・分 か った こ と、発 *様 々な情報 を的確 ・自分の立場 を

く 。 見 したことを書 に読 み と る。 はっき りさせ

理解 く 。 て伝 え る。

(3)課 題(ま とめ)

①題材 の選定 について

中学2年 生 は、心身共 に大き く成長する時期である。興味 ・関心の拡散 も見受 け られ、

個人差 も大 きい。題材は、子 どもたちに とって身近 なもの にすべ きである と考えた。多様

な題材 を子 どもたちに提供 したが指導が十分ではなか った。本 単元 で扱ったニュー ス番組

は題材 と してはやや難 しかったので、題材の選定や提示 の方法等 を含め さらに工夫 したい。

②話 し合い活動の学習形態につい て

本 時にお ける話 し合 い活動 は、 「自分で考える」→ 「小 グル ープ」→ 「全体」 とい う順

で行 った。発表 は学級全体 の形態で行 ったが、必ず しも適正 な人数ではなか った。 コミュ

ニケーシ ョン活動 を取 り入れた授業を定着 させ てい くためには、活動の 目的や内容等 に応

じて学習形態を工夫す るこ とが大切 であると考 える。

③ 闘き方 の指導について

コミュニケー シ ョン活動の学習では、発信側(話 す側)の 指導 に重点が置かれ ることが

多かったが、聞く側の態度が話す側の意欲 を伸ば し高めてい くことも、本 単元学習の中で

散見 され た。今後、実態に応 じて聞 く側 の指導 をさらに工夫する必要がある と感 じた。

一17



事例2 (小学校3年 音楽一総合的な学習に向けて)

1

2

4

単 元名 「歌 って 、踊 って 、合 わせ て一3年 ・キ ッズ ソー ラ ンPart2」

単 元の ね らい

・歌 、踊 り、合 奏 とそれ ぞ れ の 活 動 を通 して表 現す る楽 し さを知 る。

・友 だ ち と協 力 しな が ら、 一 っ の もの を創 り上 げ て い く喜 び を知 る。

・一人 一 人 の よ さを生 か しな が ら個 々の 表現 力 を高 め る
。

学習指導計画(15時 間)([A==ヨ 等は前掲 の 「指導 の手だて」の記号 ・番号である。)

指 導 の 手 だ て

学習内容 学習過程 適切な支援

①運動会を思い出しながらみんな ・一 斉 指 導 、個 人 、 ・行 事 での取 り組 み を評価 し、

で キ ッズ ソー ラン を歌 お う。 踊 大 集 団。 これ か らの学習に対する興味、

1 ろ う。 ・この 学習 の ね ら 関 心 、意 欲 を高 め る。

S ・歌詞の内容を知 り生活に密着 し いやこれか らの

5 た仕事歌であ ることを知 る。 大まかな活動内

時 ・歌詞の内容、意味 と踊 り(身 体 容 を理解す る。

表現)の 関連性 に気づ く。 ・全員で合 わせ る

②竹楽器 で リズムを楽 しも う。 楽 しさ、喜 び を

・打楽器 は身体表現やか け声を加 実感でき る場面

えることで 自然に リズム感 が養 を設定す る。

われ る。

③ 自分 の好きな活動を選 ぼ う。 ・三つ の パ ー トを ・自分 の意志 で円滑に選択 で き

・①～②の活動 を踏 まえ、 自分の 編成す る。 るよ うな場面を設定す る。

6 意志 で、 歌組 、踊 り組 、合 奏 組 ・各 パ ー トで の コ ・共通 の 目標 を設 定 しパ ー ト練

S のいずれか を選択する。 ミュ ニ ケ ー シ ョ 習へ意欲をつなげる。[B=コ

9 ④パー トごとの練習を頑張 ろ う。 ン活動の充実を ・自分の思 いや考 え を素直 に発

時 ・話 し合いや練習 を通 して協力す 図 る(1パ ー ト 言できる雰囲気づ くりをす る。

ることの大切 さを知 り、 自分の 10～12人)。 國
役割を知 る。 國 ・各 パ ー トも しくは 個 々 に声 か

けを し、適切 な助言 をす る。

⑤発表 し合 い、高め合お う。 ・各 パ ー トに よ る
ρ

・各 グ ル ー プ の工 夫 した と こ ろ

・パ ー トご とに発表 し合 い、聴 き 発表。匠 コ を紹 介 し、互 いの よさや頑張

10 合 い 、互 い の よ さを認 め合 い 、 りに気付かせる。匝=互1

S さ らに表現力を高めてい く。 ・感 じた こ と、 思 った こ とを 素

15 ⑥ 歌 っ て 、踊 って、 合 わせ て。 ・3パ ー トを合 わ 直 に発言 で きる雰囲気づ く り

時 ま とめ として発表会 を聞 こ う。 せた大集団。 をする。C=ヨ

・互い協力 し合い、 自分た ちで創

り上げる喜びを知る。
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3本 主題 との関連

音楽学習 の楽 しさは、 自分の感情や思いを音で表現す る、 も しくは音や音楽を通 して何か

を感 じ、喜んだ り、味わった りす るこ とができるとい う表現 と鑑賞の活動が一体 となって繰

り広げ られ る ところにある。音や音楽 を通 して個々の思いを表 現 し互い に聴 き合い、共感 し

合い認 め合いなが ら創 り上 げる音楽活動は、まさに コ ミュニケーシ ョンその もので あ り、個

と集団 とのかかわ り合いが中心 となって展開 されてい くもので あると考 える。音楽 の教科の

特性 を生か しつつ、子 どもたちの成長、発達を促す"か かわ り合い"を 通 して コミュニケ

ーシ ョン能力を高めることに より、調 和、想像力、表現力 を追求 したい と考える。

指 導 の 手 だ て

スキル の指導

・教師 の話や説 明、問いかけに対す るマナー

・しっか り教師 に向き合 い静か に話を開か

せ る。

・設 問や問いかけには自分の意見 をま とめて

から答えさせる。C=到

・歌唱、身体表現、 リズム奏で は一人一人 が楽

しく活 動す る と同時 に互いの声や音 を聴 き合

い、互いの動 きを感 じなが ら、皆 で"合 わせ

る"と い う意識 を持たせ る。

・各 パ ー トで の話 し合 い のル ール ・マ ナ ー

[:慰灘 二1二灘1]
・互いの よさや違 いに気付かせ る。

・パー トでの 自分 の役割、分担を明確 にさせ る。

・歌 ・合奏組→互 いの声や音を聴 き合いなが ら

調子 を合わせ るよ うにさせ る。

・踊 り組→互いに動 きを見なが ら踊 らせ る。

・発表 の仕方、聞き方の指導を行 う。

C=到C=蜀
・他 のパ ー トの 発 表 を聴 くこ とで 、相 手 の よ さ

や 工 夫 した とこ ろ を知 り、 自分 を 高 め る力 に

つ な げ る。

・互 い の よ さを 生 か しつ つ 、各 パ ー トで 、個 々

で 、 表 現 す る力 を 高 め る。

評 価

・これか らの学 習内容 を理解 し興味や関

心 をもって取 り組む ことがで きたか。

・話 を聞 くマナーができたか。

・自分の声や 音、動 き等 を表す とき、互

い の音 を聴 き合 い、感 じなが ら活動 で

きているカ㌔

・自分の考 えを伝 えた り、相手 の考 えを

聞いた りして互 いの よさを見つけ るこ

とができたか。

・パー トで の役割 を果た し、協力 して進

めることができたか。

・音や動 きを通 して伝 え合 い聴 き合 うこ

とでパー トでの活動が活発 にな り次へ

の学習意欲 につ なげるこ とができたか。

・互いの よ さを知 り、認 め合 い 自分 自身

を高 めることができたか。

・互いの よ さを生か しなが ら、みん なで

協力 して一つ の もの を創 り上げ る喜び

を実感す る ことができたか。

・感想 カー ド(ポ ー トフォ リオの活用6

～15時 間 目)
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5本 時の指導(学 習内容⑤の2時 間 目)

(1)ね らい

・自分の考えを伝 えた り、工夫 した りす ることを話 し合 い、協力 しなが ら練習を進 めるこ

とがで きる。

・互いに発表 し合 うことで
、友だ ちのよ さや頑張 りを認 め合 う。

(2)展 開

導

入

学 習 内 容

①本時のね らいや活動内容 を知 る。

・前時までの学習 を生か して考える。

②パー ト練習、歌組、踊 り組 、合奏組 に分か

れ る。

③パー トごとに どんな工夫を したいのか を考

える。

④パー ト練習

歌組;か け声の分担

リコーダー の練〔習等

踊 り組:隊 列、並び方 の工夫

間奏 と後奏 の振 り付 け等

合奏組:竹 、和太鼓 、シンセサイザー との

アンサンブル練習等

⑤パー トごとに発表す る。

⑥感想 を述べ合 う。

コ ミュニ ケー シ ョン活 動 の展 開

ね らい

・前時での反省 を踏まえ、本時の活動 の

理解や 自分 のめあてを考える。

・パー ト内でのコ ミュニケーシ ョン活動

↓

自分の考 えを伝 え合 う。

相手の考 えを聞き合 う。

互いの考 えを生か しなが ら各パー

トの練習ポイン トを決 める。

・積極的 にパー ト練習に参加する。

・協力 しなが ら合 わせ る楽 しさを知 る。

・互 い の よ さや 頑 張 りを知 る。

・互いの率直 な気持ちや感想 を伝え合

う。

6授 業を振 り返 って

本 単元は、歌組、踊 り組 、合奏組 の3パ ー トで コミュニケーシ ョンを深める活動を中心 と

してきた。パー トでの話 し合 いや、3パ ー トを合わせた活動等で、 自分 の考えを相手に伝 え

合 うことや 聞き合 うことを大切 に した。 また活動後は、振 り返 りの時 間を設定 し、 自分 自身

の感想や反省 を述べる自己評価や 、他 のパー トの工夫 した ところや よい点を見つ け合 った り

す る相互評価 の場面づ くりを行 った。人 とのかかわ りの中で互い のよさを認め合い、協力 し

て次の活動の意欲 を高 め、表現す る ことの楽 しさや創 り出す喜び を味わ うこ とがで きた。感

想 カー ドは、子 ども 自身 の活動 の振 り返 りの機 会 となった。教師 にとって も貴重な情報源 で、

指 導上でも適切な助言や励 ま しに役 に立った。 また、 コ ミュニケー シ ョンスキル の向上を図

zo



・各パ ー トに よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動 の

充 実 を 図 る。[A三3][A・4

・自分の考 えを積極的 に伝 えるこ とが できる

よ う、必要 な子 どもも しくはパー トごとに

助言 した り励 ま した りす る。匡==司

・話 し合 い で の マ ナ ー 、 ル ー ル の指 導 を行 う

國(※ 次頁参照)
・子 どもた ちの考 えを尊重 しなが ら、 どんな

練習方法がいいか方向づける。

匡三コ 國

・自分 の 考 え を ま とめ 、 各 パ ー トで 工 夫 し

活 動 す る こ とへ の 関心 ・意 欲 に つ な げ る。

・話 し合 いに よるコ ミュニケー シ ョン活動

を通 して、一人一人 の考 えを広げ る。

また互 いの よ さや違 いを気づ くこ とに よ

り、 自分 自身やパ ー ト練習 に生かす 工夫

をす る。

・各パ ー トでの役割 を考え、協力 して活 動

す る大切 さや楽 しさを知 る。

・パ ー ト練習 を重ね ることに よ り、次へ の

活動の意欲や期待感 をもつ。

・発 表す る経 験 を重ね るこ とで、一人ひ と

りの 自信へ とっなげ、充実感 を味わ う。

・互 いの よさを知 り、高め合 う心を伸 ばす。

・互 いの成 果 を認 め合 い次 の活動 への意欲

につ なげる。

る上では、学習過程の様々な場面 で、子 ども同士がかかわ り合い、伝 え合 う場面設定の工夫の

必要 さが感 じられ た。 本単元では 自分の思いや考 えを伝 えることだけが優 先 し、相手 の考 えを

受 けとめることは とて も難 しく、 トラブルや けんか も絶 えなかった。 そ して教師 による指 導や

配慮が必要 とされ る場面がた くさん見 られ た。 しか し、話 し合い活動や音楽活動 を積み重 ねて

い く うちに、相手 のよさを感 じと り、それ を自分の思い と重ね合 わせ る とい う気持 ちが生 まれ 、

人間関係 も徐 々に円滑にな り、コ ミュニケーシ ョン能 力の向上 の芽が認 められ た。これ か らも、

学習内容や発達段階 を考慮 した相互啓発 が有効 に働 くよ うな コ ミュニ ケーシ ョン活動 の展開 を

進 めていきたい。
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※授業での話 し合 い ・音楽活動 における具体的なコ ミュニケー シ ョンスキルの指導 について

ね らい 教師の発話 教師 による自己評価

・自分 の考 え を 「自分 の考えをま とめ ◆子どもの発達段階及び主体的な活動を促す

的確 に話す。 てか ら話 してみ よ う」 よ うな具体的な声かけであ ったか。

話 ↓

し ・自分 の考 え を 「どん どん思 った こ と、◇ リーダー は特 に決めていなかったが、いる

方 進んで話す。 考えた ことを話 してみ パー トは活発な話 し合 いがで きた。 そ うでな

よ う」 い パ ー トは 『どん どん話 して …、 よ く聞い て

…』な ど促 して もあま り話が進 まなかった
。

・相手の考 えを 「相 手の話 をよく聞い 一方的な話 し方や、話 し合いに参加で きない、

話 しっ か り聞 て み よ う」 沈黙するな どの場面が見 られた。

聞 く 。 ◇話 し合 いが十分できないパー トには、子 ど

し き ・相手の考 えを 「自分の と違った意見 もの考えを引き出 し、それ を契機 に話 し合い

方 素直に受け止 も しっ か り聞 こ う」 がで きるよ う、一層適切な支援 が必要 だった。

合 め る。(否 定 ◇た くさんの意見 をま とめるのは難 しく、『協

しない) 力 しよ う』 とい う声かけだけでは具体性 に欠

い ・互 い の 考 え を 「各 パ ー トで 話 し合 っ けて いた。絶 えず注意深 く見守 り、その都度、

知 る。 た ことをま とめられる 話 し合いがスムー ズに進 むよ う適切な支援 を

活 伝 よ う協 力 しよ う」 必 要 と した。

え ・共通点や違 い ◇相手の考えを素直 に受け止める(否 定 しな

動 合 を知 る。 い)と い うルール を事前に指示 してお くこと

い 「各パー トの代表 の人 で、 自分の意見を安 心 して話 させた り、相手

を ・各パ ー トで 考 が話 し合ってま とめた の意 見を聞 く心構 えをもたせた りする場の雰

共 えをまとめ伝 ものを伝 えよ う」 囲気づ くりに心が けた。

通 有 え る 。 ◇考えをま とめきれ ない話 し方になる子 ども

に対 しては、その都 度、適切なつなぎ言葉で

し ・各 パー トの 役 「他 の人た ちにわかる 補いなが ら支援す ることがで きた。

割、分担 を皆 よ うに伝 えよ う」 ◇発表す る子 どもにとって、皆の前で伝 える

て で確認す る。 こ とこ とが で きた とい う自信 につ なが る よ

う、適切 な支援の必要性 についても実感 した。

◆話し合うための集団規模や構成は適切であ

ったか。 また、話 し合 いにかける時間の指示

は適切 であったか。 ↓

◇10～12人 の集 団では発言で きず にいた り発

言 しな くて もすんで しま うこともある。5～

6人 が適当であった と考える。時間の指示は

次の活動 も踏 まえ 「今か ら～分で」 と具体的

に示 し、適切 な時 間配分が必要であった。
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ね らい 教師の発話 教師 による自己評価

・パー ト練 習 で 『パ ー トで頑 張 っ ◇発表することのね らいを一人一人把握 していた

協力 して取 り た ことを発表 しよ か 。 ↓

発 組 んだ ところ う』 ◇ 『がんばって』の声かけは、曖昧な表 現で 『工

表 を積極的に伝 夫 した こと』の方が よ りが適切であった。

の え る 。 『みんなが聴 きや ◇各パー トが 自信 をもって発表できるよ う喚起す

仕 すい よ うに発表す る声か けを したか。y

方 ・発 表 す るこ と る位置や隊型を考 ◇発表前に、協力 して練 習 していた様子や工夫 し

音 を楽 しむ 。 え よ う』 た ところを褒 め、紹介す るこ とで、発表への意欲

や楽 しさにっ なげることができた。緊張感の ある

楽 ・パー ト内 の調 『互いの声や動 き 中でも楽 しんで発表できる声かけやそ の場の設定

和を意識す を感 じ合 って発表 が さらに必要で あった。

活 る 。 しよ う』 ◇友だちの よい点や工夫 してい る点 を見つ けるこ

・集 中 して聴 『静かに聴 こう』 とによ り、 自分 たちの活動 を振 り返 る機会 とな り

動 く 、 見 る 。 得 たか 。

聴 ・共感 しなが ら 『どのパ ー トも一 ◇共感 をもって聴 くことや 自分の考 えや思い を重

を き 肯定感 をもっ 生懸命練習してい ね合わせ なが ら聴 き とる とい う声 か けで あった

方 て聴 く。 た よ』 か。y

通 ・相 手 の よ さや
◇教師 自らが発表への賞賛を込めた拍 手を送 り、

工夫 してい る 『工夫 した ところ 子 どもたちに自然な拍手を促す ことが重要 である

し ところに気づ をみつけよ う』 と感 じた。

いた り探 した ◇教師は感嘆 の声 と共に、褒 めることを促す よう

て り して聴 く。 『前回 との違 いに な声かけに とどめ、各パー トの工夫 した点や よい

・心 を こめ て拍 気 をつけてよく聴 点は、子 どもた ちの感想 をできる限 り多 く引 き出

手 を送 る。 いてみよ う』 す よう配慮 した。 多 くの子 どもか ら発表者 に対す

・皆 で気持 ちを 『す ごい!』 る共感 をこめた率直な感想 が出 された。

合わせ音や体 ◇褒 められ、相手に気づいてもら うことで、表 現

伝 で表現する喜 『よかったね!』 す る楽 しさや喜び、 自信 とな り、次 の活動への意

え び を味 わ う。 欲にっながることが実感 できた。

合 ・各 パ ー トの よ 『前の発表 と違 っ ◇互いのよ さを認 め合い、互いを高 め合 う活動を

い さを認め合 て い た の 分 か っ ね らっ た。 相 互評 価 で は 、『こ う した ら もっ と よ

う 。 た?』 くなるよ』 とい う子 ども同士のや りとりを引 き出

共 ・自己評価 をす す声かけの工夫の必要性 も感 じた。

感 る 。 『感想 を言ってみ ◇子 どもの感想 を教師が適切に補足 し、反復 して

・相互評価 をす よ う、 聞い て み よ 皆に伝 えることによ り、あ らためて受 け止 めて も

る 。 う』 ら うことの うれ しさや さらなる発表 の意欲にっ な

がると実感で きた。
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]X研 究の成果と今後の課題

1研 究の成果

(1)子 どもたちのコミュニケーシ ョンスキルが向上 した

コミュニケー ションに関する活動 を授業の中で数多 く設定 したために、子 どもたちの 「話

す ・聞 く」 とい ったスキル の向上が顕著 となった。 「話す」 では、相手に しっか り伝わ るよ

うに、声の大きさや速 さな どに注意を払い、相手に伝 えたい点 を整理 してか ら話す子 どもが

増 えて きた。また、 「聞 く」では、は じめか ら否 定的な態度 で人の話 を聞 くのではな く、相

手 の話を尊重 して聞ける子 どもが増 えて きた。 さ らに、思いや考えを共有 しよ うとす る姿が

見 られ るよ うになった。 また、話 し合 いや発表 の場にお いて も、向上が認 め られ た。

(2)子 どもたちが、積極的 に他者 とかかわろ うとす るよ うになった

子 どもたちが 自己を十分表現 した り、相手の思いや 考えを受 け入 れてい くといったコ ミュ

ニケーシ ョン場面を授業 の中で多 く取 り入れたこ とに よって、子 どもたちは他者 とかかわ る

ことの素晴 らしさや楽 しさを十分味わった。また、授業 中だけにとどま らず、様 々な場面 で

他者 と積極的にかかわっていこ うとする姿が子 どもた ちに見 られ るようになってきている。

さらに、子 どもた ちの学習活動が活性化 し、学校生活がよ り充実 した ものになってい る。

(3)教 師のコ ミュニケーシ ョンに対す る意識 が高まった

豊 かな人間関係の構築には コミュニケー ション能力 を高め ることが有効である。 そのため

には、個々の コ ミュニケーシ ョン能力が如何な く発揮できる よ うな雰囲気づ くりと、子 ども

たちの発言 を促す適切な発 問や言葉遣いに配慮す るこ とが大切 であると実践 を通 して再認識

した。

2今 後の課題

(1)コ ミュニケーシ ョン能力を どう評価 していくか

個々のコミュニケー シ ョン能 力の高ま りを、子 どもた ち一人一人に どのよ うな方法で 自覚

させるか とい う課題が残 った。適切 な手だてを講 じ、子 どもた ちに この高ま りを自覚 させ 、

自信 をもたせたい。すなわ ち子 どもたちがかかわ り合いの 中で学び、互いに高ま り合 うこ と

に喜び を感 じられ る評価の工夫を してい きたい。

(2)豊 かな人間関係 の構築 を 目指す ために系統的 ・組織的 に取 り組む

本研究で コミュニケー シ ョンスキル は向上 して きた。 しか し、豊かな人間関係の構築 に発

展 させ るには手だての工夫 と計画的 ・継続 的な指導が今後 さ らに必要 である。

そのためには 日々の授業で コ ミュニケー ションの活動 を意 図的に取 り入れて、子 どもたち

の スキル向上に絶 えず努 めてい くことのみな らず、学校全体 で系統的 ・組織的に取 り組んで

い く必要がある。

また、「活動あって学習 な し」 とい うことにな らない よ うに、子 どもに とって身近な もの

を学習材 と して取 り入れ よ うとす ることと同時 に、各教科 等の 目標 を踏まえた うえで、本時

の学習のね らいは何で、 どのよ うな学力をっけよ うとしてい るのか、 どのよ うな指導がで き

るのかを厳 しく検証す る必要が ある。

さらに、教師 自らも、進 んで あい さつを し、状況 に応 じた望ま しい言葉遣 いをするな ど、

豊かで適切 なコミュニケーシ ョンの模範 となるよう心が けたい。

一24一


